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１．背景と目的 

 近年、ゲリラ豪雨と呼ばれるような局地的で短時

間の豪雨が発生し、多くの被害を与えている。 

 ２０１０年７月１７日の豪雨では、岩手県岩手町

を中心に山地崩壊、住宅への浸水や道路の損壊等が

多く生じた。特に同町北部を流れる横沢川では土砂

や流木、浸水被害が深刻であった。また、避難所へ

の唯一の道路が寸断されることによる孤立世帯の発

生、停電や携帯電話の不感地帯による通信の途絶な

ど中山間地における災害の課題が浮かび上がった。

そこで、横沢川流域の３地区を対象として住民アン

ケートを実施し、住民の災害時の意識・行動を調査

した。 

 また、岩手県では「がけ崩れ危険住宅移転促進事

業」を実施しており、事業利用者に聞き取り調査を

行うことで本制度の現状と課題を検討した。なお、

今回の論文では岩手町の豪雨災害のみを取り上げる。 

２．調査方法 

 アンケートの対象としたのは、岩手町の中でも特

に被害が大きかった町北部の上横沢、下横沢、尾呂

部の３地区である。各地区３０部ずつ各区長を通し

て配布し、回収率は７０％となった。質問項目は年

齢や職業などの属性、避難の詳細、豪雨時について、

災害への関心、意見・要望などで、質問数は４０問

である。 

 また、アンケート調査を補強する形で同地区を対

象に聞き取り調査を行った。住民数名を招いての集

団聞き取りと、直接民家に訪問しての個別聞き取り

である。それらの結果を複合し、調査結果としてい

る。 
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回答形式

年齢 単一選択

性別 単一選択

Q2 家族構成 単一選択

Q3 職業 単一選択

Q4 被害 複数選択

Q5 居住歴 単一選択

Q6 避難の有無 単一選択

Q7 避難の動機 複数選択

Q8 避難時刻 記述

Q9 避難するまでの時間 単一選択

Q10 避難場所の認知 単一選択

Q11 避難時の移動手段 単一選択

Q12 避難時の所持品 複数選択

Q13 避難時の行動人数 記述

Q14 避難時の手助け 単一選択

Q15 避難場所までの時間 記述

Q16 避難時の声掛け 単一選択

Q17 避難時に見た危険箇所 複数選択

Q18 避難が深夜だったら 記述

Q19 避難所の安心感 単一選択

Q20 避難所での不自由 複数選択

Q21 帰宅の動機 複数選択

Q22 避難判断 単一選択

Q23 避難しなかった理由 複数選択

Q24 自宅に留まる不安 複数選択

Q25 体感雨量 単一選択

Q26 過去の体験 記述

Q27 豪雨時に知りたかった情報 複数選択

Q28 豪雨時に役だった情報源 複数選択

Q29
今後の豪雨時に知りたい
情報

複数選択

Q30 （前兆）現象の目撃など 複数選択

Q31 豪雨の際に困ったこと 複数選択

Q32
土砂災害危険箇所の図面
の認知

単一選択

Q33 周囲の危険箇所の認知 単一選択

Q34 災害発生の予測 単一選択

Q35 防災グッズの準備 単一選択

Q36 今後必要な備え 複数選択

Q37 行政への意見 単一選択

Q38 防災に必要なもの 複数選択

Q39 地区の防災体制 単一選択

Q40 行政への要望 複数選択
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図１ 質問項目一覧 

 

 



３．調査結果 

 アンケート項目のうち、Ｑ２３とＱ２８から結果

を考察していく。 

 まず、Ｑ２３は豪雨中に避難を行わなかった人に

対する質問項目で、結果から多くの人が「自分の家

が安全だと思った」と回答していること、また上横

沢では「避難路が危険な状態だった」が次いで高い

割合を占めている。（図２） 

 

 図２ 避難しなかった理由（複数回答） 

 「自分の家が安全だと思った」というのはいわゆ

る「正常化の偏見」で、他の中山間地を対象とした

調査（井良沢ら、２０１０）でも同様の質問で半数

以上が回答しており、避難を促す上で大きな障害と

なる。また、上横沢での「避難路が危険な状態だっ

た」というのは、今後の中山間地の避難を考えるに

あたり避難所の位置とそこに至るまでの安全な道の

確保という課題を示唆している。 

次にＱ２８を見てみると、「近所との連絡」や「家

の周囲を見る」が高い割合を占めている。（図３） 

 

図３ 豪雨時に役立った情報源（複数回答） 

  

割合の高かった「家の周囲を見ること」は自ら危

険な箇所に近づくことで、災害に巻き込まれる可能

性が高くなるので注意が必要である。また、「近所と

の連絡」が高かったのも特徴といえる。インターネ

ット上における別の調査では（牛山ら、２００２）、

「近所の人と連絡をとる」の回答が１割にも満たな

かった。このことからも、実際の豪雨時の行動でこ

れだけの人が連絡を取り合っているのは、普段から

の住民どうしの交流があってこそだと考えられる。

このような地域でこそ、住民どうしの連携の強化を

図ればより効果が期待できるのではないか。 

 ４．まとめ 

 平成２２年に行われた国民意識調査では、「地域防

災力を高めるのに必要なこと」として最も回答が多

かったのは「既存の地域コミュニティの強化」であ

った（防災白書、Ｈ２２年度版）。また、土砂災害防

止法には「行政の知らせる努力と住民の知る努力」

が重要だとされている。こういったことからも、地

域に適した防災計画や、行政の情報伝達方法の見直

し、住民の積極的な災害へ対する知識や準備など、

それぞれの努力が重要となる。 

 今回の調査のみでは中山間地における防災の現状

を把握できたとは言い難いため、今後も課題解決に

向けて研究を進めていく必要がある。 
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